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日本行動計量学会草創のころ 
岩坪 秀一 

名誉会員に推挙されたとのお知らせをいただ

いたとき，大変有難いという気持ちと同時に，日

本行動計量学会発足間もないころ（1971~1985）

のことどもが走馬灯のように次々と思い出された．

一会員の昔の思い出話に過ぎないが，当時の学会

から学び取り今なお自分の中に生きていることど

もを記してみたい． 

 林知己夫先生の数量化理論と出会ったのは

1968 年の春であった．通産省傘下の電気試験所

（現・産業技術総合研究所）に入所直後，計算機

プログラミング研修のため電通マーケティング局

にしばらく通ったことがある．当時，NHK 放送

世論調査所の杉山明子先生（本学会第5代理事長）

が数量化理論 I 類を応用してラジオ・テレビ番組

の視聴率予測に成果を上げておられた．電通もそ

れに刺激を受けて，テレビ番組の視聴率予測に数

量化理論を応用するプロジェクトを立ち上げてい

た．そのプログラム開発のお手伝いをしたことに

なる．先ず植松俊夫先生著の数量化理論解説書（タ

イプ印刷）を読む事から始まったが，こんなに面

白い統計手法があるのかと感激したものである．

とくに数量化理論 III 類に取り憑かれた．研修か

ら戻り上司の西村恕彦さん指導の下で，どの単語

がどの文章に現れているかを示す単語群×文章

群の2-wayデータに III類を適用して単語と文章

の同時数量化を試みた．その後，単語群×文章群

×場面の 3-way データを扱う数量化法は考えら

れないか模索して重相関係数による数量化法を思

いつき，1971 年 8 月に開催された第３回行動計

量学シンポジウム（本学会の前身）に発表した．

（体調を崩し同僚の星守さんに発表していただく

羽目になったが．）今，その発表論文抄録集（若い

会員諸氏には想像もつかないだろうが抄録はすべ

て手書きであった！）を見ると，発表者は心理学，

教育心理学，社会心理学，社会学，統計学，経済

学，法学，医学，工学の分野に渡っており，まさ

に学際的な研究発表の場であった．林知己夫先生

も「行動科学における情報解析―その基礎と展開

―」という演題でMSA-POSAと eijk−型数量化を

紹介しておられる．その後間もなく東大疫学教室

のシンポジウム事務局を訪ねて柳井晴夫先生（第

４代理事長）に初めてお目にかかった．先生の醸

し出す独特な雰囲気に魅せられてそのお手伝いを

するようになる．1978年に行動計量学シンポジウ

ムは日本行動計量学会に発展解消し，林先生が初

代理事長に就任された．当時，丸山久美子先生が

会員勧誘に注がれた情熱は今でも忘れられない． 

 1975 年 10 月に水野欽司先生（第 3 代理事長）

が名古屋大学から統計数理研究所へ移られた．事

務局は統計数理研究所に置かれ，事務局担当を先

生が引き継がれた．それまでは，「多変量解析の基

礎」を上梓したばかりで意気軒昂の柳井先生を中

心にして，丸山先生，松原望先生それに私が加わ

って侃々諤々の議論をしながら夢中で事務局の仕

事をしてきた．林先生を初めとして当時の重鎮の

諸先生が，30代前半の危なっかしい若造どもをよ

くぞ自由にさせて下さったものである． 

 1982 年１月から水野先生は在外研究員として

米国に出張され，不肖私が事務局の仕事を引き継

いだ．1985年10月に在外研究員として英国に出

張するまでの3年9ヶ月間は，辛くて苦しいこと

も多々あったが，今思い返すと実に貴重な経験に
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恵まれた日々であった．マルチ型人間でないこと

が災いして，欧文誌の刊行物補助金申請をうっか

り忘れてしまい，その年度に補助金が下りず学会

に多大のご迷惑をかけてしまったこともある． 

 あの頃の学会から何を学んだか？当時の会員諸

氏は，大型計算機の発達に伴い多変量データ解析

法が新たな知見を次々ともたらしてくれるのでは

ないか，という大きな夢もあって，皆さん熱く燃

えていた． 何よりもあの頃の学会には，権威にと

らわれない明るく自由な雰囲気があった． 林先生

からは一つの物差しだけで判断するのではなく，

多様性，多元性を大切にすることを学んだ．その

一つのエピソードであるが，あるとき先生は厳粛

な顔をされてしみじみと言われたことがある．「ど

んな人間にも必ず一つは良いところがある」と． 

この言葉は私の頭に深く刻みつけられて現在に到

るまで人を判断するときの指針となっている．水

野先生からは現場に入っていくことの大切さを学

んだ．林先生も現場を大切にすることを常に口に

されていたが，直接のきっかけは水野先生のアン

ケート訪問調査に同行を無理にお願いし，私も数

人分の聞き取り調査を担当させていただいたこと

からであった．このとき以来，興味の中心であっ

た多変量データ解析法の数理的構造の探求は，勿

論重要であることは間違いないのであるが，私に

とっては二義的なものになり，現場から有効なデ

ータをいかにくみ上げるかということに関心が移

っていった．そして何よりも，様々な行動をもた

らす人間そのものに飽くなき興味を持ち続けるこ

とが大事であることを体得し，それは今もなお私

の中に生き続けている． 

（いわつぼ・しゅういち，日本行動計量学会名誉会員）

岩坪 秀一（いわつぼ・し

ゅういち） 

大学入試センター名誉教授 

東京大学工学部卒（1966 年）

及び文学部卒（1968年）．電子

技術総合研究所（現・産業技術

総合研究所）主任研究官，大学

入試センター研究開発部教授，

早稲田大学人間科学学術院特任教授（2013 年 3 月退職）．本

学会では，庶務担当理事,運営委員長,編集委員長等を歴任，第

８回(1993年)学会賞受賞． 

日本行動計量学会第45回大会のご案内 

 

第 45回大会実行委員会実行委員長 

西川 浩昭（静岡県立大学） 

 

 第45回大会は、2017年8月29日(火)～9月1

日（金）の日程で静岡県立大学草薙キャンパス

（2017年4月より谷田キャンパスから名称変更）

にて開催します． 

29 日はチュートリアルセミナー，30 日から 1

日は，一般セッション，大会シンポジウム，ポス

ターセッション，ラウンドテーブルセッション、

柳井レクチャー等を予定しております．大会ウェ

ブサイト（http://bsj.wdc-jp.com/ 2017/）に関連情

報や詳細情報を随時掲載しております．詳細につ

いてはこちらをご覧下さい．多くの方々のご参加

をお待ち申し上げます． 

 

○大会開催要項 

日 時：2017年8月29日（火）～9月1日（金） 

場 所：静岡県立大学草薙キャンパス（静岡県静岡

市駿河区谷田52-1） 

（2017年4月より谷田キャンパスから名称変更） 

アクセス： 

http://www.u-shizuoka-ken.ac.jp/guide/access/ 

*大学のホームページのリニューアルに伴い，リン

ク先が変更になっております． 

 

○大会日程 

1/23（月） Web公開 

3/1（水） 特別セッションの企画募集開始 

4/3（月） 大会参加事前申込，一般発表申込，抄

録原稿受付，チュートリアルセミナー参加申込，

各種開始 

5/11（木） 特別セッション，ラウンドテーブル

企画募集締め切り 

6/1（木） 一般研究発表申込締め切り 

6/19（月） 抄録原稿提出締め切り 

6/30（金） 速報版プログラムのウェブ公開予定 

7/28（金） プログラム冊子送付予定 

8/4（金） 事前参加申込締め切り 

8/8（火） 事前参加費振込み締め切り 

8/29（火）～9/1（金） 第45回大会（29日はチ
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ュートリアルセミナー） 

※ 諸事情により変更があるかもしれません． 

 

○チュートリアルセミナー 

2017年8月29日（火）13:30 ～16:30 （両コー

ス共通） 

テーマA 

テーマ：行動意思決定論と過程追跡技法 

講師：竹村 和久 会員（早稲田大学） 

概要：本セミナーでは，行動意思決定理論に関係

するさまざまな理論やモデルを紹介して，眼球運

動測定，言語プロトコル法，情報モニタリング法，

画像解析法などの具体的な過程追跡技法について

紹介して，研究例を示す． 

 

テーマB 

テーマ：ソーシャルネットワーク上での情報拡散

モデルと推定技法 

講師：斉藤 和巳 会員（静岡県立大学） 

概要：本セミナーでは，ユーザ行動の結果として

起こるソーシャルネットワーク上での情報拡散に

関する代表的な理論やモデルとともに，大規模ネ

ットワークにおいて情報拡散の度合いを効率よく

高い精度で予測推定する各種の技法について紹介

する． 

 

＊両テーマとも事前に必要となるような知識や準

備はありません．両テーマとも定員などは設けて

いません．ただし，教室のキャパシティ（約 100

人）を超えた場合はその限りではありません． 

○大会シンポジウム 

「行動計量学会と林知己夫-生誕百年を記念して-」 

日 時：2017年8月31日（木）午後（正式な時

間は調整中です） 

オーガナイザー：松原 望，林 文，森本 栄一 

司 会：村上 征勝 

講演者：飽戸 弘，馬場 康維，松原 望 

討論者：吉野 諒三 

その他フロアからの討論者予定 

*プログラムは変更になる可能性もあります． 

 

○柳井レクチャー 

講師：岩坪 秀一 先生（大学入試センター名誉教授） 

詳細については決定次第メーリングリストで

お知らせします． 

 

○お問い合わせ先 

参加登録，抄録提出など，ウェブでの手続き関係 

大会ヘルプデスク bsj-desk@bunken.co.jp 

大会全般の問い合わせ 

第45回大会実行委員会  

bsj2017@u-shizuoka-ken.ac.jp 
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運営委員会より 
 

運営委員会委員長 大森 拓哉（多摩大学） 

 
平成29年度研究部会について 

 平成29年度研究部会として，以下の研究部会

（継続2件）が採択されました． 

 

＜研究グループ＞（継続） 

ビッグデータ研究会（2016年度～2017年度） 

代表：森 一将（文教大学経営学部） 

 

＜地域部会＞（継続） 

行動計量学会岡山地域部会（2014年度～2017年

度） 

代表：黒田 正博（岡山理科大学） 

 

 

 

広報委員会より 
 

広報委員会委員長 中山 厚穂（首都大学東京） 

 

学会 Webページの整備・更新 

Web ページの整備・更新を行いました．今回

の更新では，45 回大会についてのお知らせや関

連学会，協賛イベントについての案内などの情

報を中心に更新いたしました．今後も会員の皆

様に有益な情報が提供できるよう引き続き

Web ページの整備・更新を行っていきたいと思

います． 

 

メールニュースの配信 

 2016 年度のメールニュースの配信状況は下

図の通りです．毎月同程度の配信数で推移し，

若干の変動はありますがおおむね前年度の配信

数と同程度となっております． 

広報委員会では，会員に関係があると思われ

るシンポジウム，セミナー，公募情報(賛助会員

企業の求人情報も含む)などの情報を含め，会員

の皆様から情報提を募集しております．広報依

頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい． 

 

メールニュースの配信数 

 

学会 Facebookでの情報提供 

学会 Facebook では日本行動計量学会に直接

関係する情報について学会ホームページの新着

情報が更新された際に対応するお知らせ記事を

投稿しています．お知らせや記事をご覧になり

ましたら是非記事を「シェア」していただきま

すようお願いいたします．「シェア」していただ

けますと情報共有の面で有用と思います． 

 

その他の広報活動 

数年前から広報委員会では，学会大会の宣伝

活動を組織的に行っています．他学会のメーリ

ングリストでの案内やWebでの広報を可能な

限り行っていきたいと考えています．皆様の加

入されている学協会で，本学会の行事をご案内

できる場としてお薦めのものがございましたら，

広報委員会までご連絡ください．今後の広報活

動の参考にさせて頂きます． 
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大会担当委員会からのお知らせ 

 

大会担当委員会委員長 松本 渉（関西大学） 

 

第45回大会における注意すべき変更点 

 今大会での注意すべき変更点を記載します． 

 

● 発表申込み時の注意事項の追加 

以下 3 点は，第 44 回大会で発表募集案内に明

示されていたものです． 

(1) 申込時の講演タイトルと抄録集原稿の講演タイト

ルを変えないでください． 

(2) 指定ページ数を超える場合は超過分を削除いたし

ます． 

(3) 期限までに提出されない場合は，講演タイトルの

みの白紙2ページとします． 

第 45 回大会から 4 点目として下記も追加され

ていますので，ご注意くださるようお願いします． 

(4) 倫理委員会の不承認／連名者の不同意／デー

タ利用の不許可等の理由で，抄録原稿の差替

えが生じ， 印刷費用が追加で発生した場合は，

原因を作った方に相応のご負担を頂きます． 

 

● ラウンドテーブルセッション・ポスターセッ

ションにおける抄録原稿の簡素化 

要望を受け，第 45 回大会でのラウンドテーブ

ルセッション・ポスターセッションの抄録原稿の

ページ数が１ページと短くなっています． 

 

● 英語版の案内 

大会ページに英語版の案内を掲示しました． 

 

 

 

第43回大会から第44回大会までの取り組み 

これまでの大会でも，大会担当委員会と実行委

員会が協力し，様々な取り組みを行ってきました． 

第43回大会で導入された「柳井レクチャー」「ポ

スターセッション」「ラウンドテーブルセッション」

「学生懇親会参加費1000円」の継続実施に加え，

次のような取り組みを行っています． 

● 会員特典がはっきりする料金体系 

チュートリアルと大会の両方に参加する会員

は，非会員よりも年会費相当安くなりました． 

 
図 正会員と非会員の支払総額の比較 

● 「ラウンドテーブルセッション」の運営方法

として，以下の内容を明確にしました． 

・ セッションの時間の半分以上を討論の時

間に充てる 

・ 討論者全員が、ショートコメントをまじえ

た自己紹介を行う 

● WEB上でのプログラムの早期公開 

 第 44 回大会以降 WEB 上でプログラムが早期

公開されます。そのため一般セッション・特別セ

ッションともに，一般セッションの申込締切時の

情報で発表者氏名と講演タイトルが公表されます．

抄録目次もこの時点の情報で作成されます． 

 

取り組みの変遷は下表をご参照ください． 

第42回大会以前 第43回大会 第44回大会 第45回大会

柳井レクチャー ― レクチャー導入 → →

ポスターセッション セッション導入 → →

（抄録ページ数） (2又は4頁) (2又は4頁) (1頁）

ラウンドテーブル セッション導入 → →

司会の裁量運営 運営方法明示 →

（抄録ページ数） (2又は4頁) (2又は4頁) (1頁）

支払総額の会員・非会員の差 3000～5000円 3000～5000円 年会費相当額 年会費相当額

ウェブ上でのプログラム 郵送と同時期 郵送と同時期 早期公開 早期公開

注意事項 内規のみ 内規のみ 事前明記 第4項追加

―

―
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【シリーズ海外レポート⑱】 

 

ハワイ大学マノア校滞在記録-後始末編 

 

齋藤 朗宏（北九州市立大学） 

 

第151号にて拙稿を掲載して頂きました通り，

勤務先である北九州市立大学の海外研修制度を利

用して，2016年3月より2107年3月までの1

年間，ハワイ大学マノア校心理学科に客員研究員

として滞在していました．本稿では，続編という

ことで，相変わらずシリーズの趣旨とは若干異な

るのかも知れませんが，アメリカ生活レポートと

して，私が遭遇したアメリカでありがちなトラブ

ル，それから帰国に至るまでの話を紹介したいと

思います．

 

マウイ島・フォーシーズンズホテル 

 

滞在中の最大のトラブルは，交通違反で裁判所

に呼ばれたことでした．簡単に言ってしまうと，

左折（日本で言えば右折）時に，横断歩道を待っ

ていた歩行者に譲らなかったという違反でした．

違反の内容はともかくとして，事故などではない

違反で裁判所に呼ばれるというのがかなり驚きで

した． 

その違反から１ヶ月後の指定日に裁判所に行

ってみると，同じく違反で呼び出されたと思われ

る人々が一部屋20人程度，それが3部屋程あり

ました．前もって調べたところ，裁判所では通訳

をつけられるということでしたので，だったらそ

の方が安心だと係官に通訳をつけて貰えるように

依頼したところ，今日は通訳がいないという返事

でした．そして，ちょっと待っていろと言うので

待っていると，裁判が始まってしまいました．裁

判自体は流れ作業のように一人2分程度で終わり，

あっという間に私の番が来てしまいました．そこ

で，係官が裁判官に，「この日本人は通訳を求めて

いるのだけど，今日は通訳がいない」と説明して

います．日程を調整して後日また来いということ

なら，面倒だしやったことはやったと認めて罰金

払って終わりにしようかなと思っていたら，裁判

官の口から出てきたのは “Dismiss” という言葉．

私は何も聞かれないまま無罪放免となりました．

あまりのいい加減さに呆然としてしまいましたが，

それと同時に，その程度の案件でも取り敢えず裁

判にしてしまうアメリカらしさを感じた一件でし

た．

 

ハワイ島・マウナケア山頂から眺める夕日 

 

これまたアメリカにありがちなトラブルとし

ては，水回りの問題があります．アメリカの水道

は，概ね流れが悪いです．油断すると，すぐに何

処かしら詰まります．私の住んでいたコンドミニ

アムの部屋でも，2 度詰まり，1 度はすぐに直っ

たのですが，もう1度はちょっとしたトラブルに

なりました．下水の共用部分が私の部屋のすぐ下

で詰まったようで，私は水を使っていないのに下

水が逆流しはじめ，最終的には逆流した水が下の

部屋に漏れ出してしまい， 下の部屋の住人からク

レームが入りました． 

日本でこの手のトラブルとなると大騒ぎにな

りそうな気もしますが，アメリカでは慣れたもの

で，私の部屋の真上に相当する部屋の水道を一旦

すべて止めて一気に修理を済ませ，その後は特に

なんの話もなく，責任を追求されるでもなくあっ

さりと問題は解決してしまいました．友人も，食
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洗機の故障で下の部屋への水漏れというトラブル

がありましたが，やはり本人の責任にはならなか

ったようで，よくあるトラブルだけに，そこまで

心配しなくてもいいのだなと感じました． 

 

モアナルア・ガーデン「日立の樹」 

 

もう一つ遭遇した厄介なトラブルに，郵便の不

達がありました．アメリカでは，郵便業務はアメ

リカ合衆国郵便公社（USPS）が行っています．

そして，このUSPS，トラブルが多いことでも知

られています．そんなこととは知らず，家賃支払

いやクレジットカード料金の支払いにと小切手を

郵便で送付していたのですが，あるとき，3 通送

った郵便のうち，2 通が不達というとんでもない

ことになりました．家賃にしてもクレジットカー

ドにしても，支払いが遅れるとその分追加でお金

を取られてしまいます．クレジットカード料金の

方は，前もって不達に気付いていたのでカード会

社に連絡して対応しましたが，問題は不動産屋に

送付した家賃支払いの小切手．こちらは，不達に

気付かず，送付期限の一日後に遅延料を支払えと

いうメールが届いて初めて不達を知りました． 

幸いにして，支払期限の1週間以上前に不動産

屋に別件でメールを送っており，小切手を送付し

た旨ついでに記していたため，不達が私の責任で

はないという証拠になりました．そして，こちら

は送ったと言っているのだから，それで届いてい

ないなら，送付期限が過ぎる前に不達を連絡する

のが筋ではないかと粘ったところ，何とか遅延料

は取られずに済みましたが，それ以来，なるべく

郵便では重要なものは送らないようにしました．

しっかり主張するところは主張しておかないと損

させられることも含め，これまたいかにもアメリ

カと思ったトラブルでした． 

 

夜景の名所として知られるタンタラスの丘 

 

このように，色々とトラブルに見舞われました

が，解決してみると，トラブルはよくある分だけ

皆対応にも慣れたもので，心配するほどのことで

もなかったと思うことの繰り返しでした．安易な

ラベリングと言われてしまいそうですが，fail free

を目指すのか，fail safeを目指すのか，文化の違

いを見たような気がしました． 

 

ハワイの正月・またも神主の真似事 

 

最後に帰国の話も少し書いておこうと思いま

すが，正直なところ，出国に比べればたいした苦

労はありません．せいぜい，受け入れ先に終了の

通知を書面で送り，あとは荷物を日本に送って帰

国し，クレジットカード等解約するだけです． 

その際，注意した方がいいことは1点で，荷物

を送る場合には，かならず「別送」扱いにする必

要があるということです．そうしないと，仮に日

本から持ち込んだ荷物を送り返すだけでも関税が

取られてしまいます．私は，日本から持ち込んだ



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 153 号                                 2017 年 6月 1 日 

8 

 

研究用の書籍を前もって日本に送り返したのです

が，その際，最初は別送扱いにしないつもりでい

たら，危うく数万円単位の関税を請求されるとこ

ろでした．アメリカにもあるヤマト運輸の担当者

と相談したところ，別送にすれば問題ないと説明

して貰えたため事なきを得ました． 

さて，こうして書きあがった原稿を読み返して

みると，2 回にわたって，いかに私がいい加減で

もどうにか生きていけるのだということを世に晒

してしまったような気もします．ただ，この程度

でも思い切って海外に行っていいんだと少しでも

多くの方に感じて頂けたならば，拙稿も無駄では

なかったのかなと考える次第です． 

  

齋藤朗宏（さいとう・あきひろ） 

北九州市立大学経済学部准

教授 

早稲田大学大学院文学研究科修

了．2004 年早稲田大学メディア

ネットワークセンター助手． 

2008年より現職．2012年より当

学会広報委員． 

 

 

理事会議事録 

日本行動計量学会 2016年度第 4回理事会議事録 

 

日時：2016年 11月 4日（金）18:00～20:05 

場所：大学入試センター3階視聴覚室 

 

議事進行：繁桝算男理事長 

出席者：朝野煕彦，稲水伸行，今泉忠，大森拓哉

岡太彬訓，岡田謙介，菊地賢一， 

椎名久美子，繁桝算男，中山厚穂， 

橋本貴充(書記)，林文，松本渉， 

吉野諒三 (14名)，委任状13名 

 

資料 

1. 2016年度第 3回理事会議事録案 

2. 2016年度総会議事録案 

3. 平成 29年度予算想定 

4. 和文誌編集委員会報告 

5. 運営委員会報告 

6. 広報委員会報告 

7. 大会担当委員会報告 

8. 統計家の行動基準 

 

議事 

議事に先立ち，出席者 27 名（理事出席 14 名，

委任状 13名）を確認し，理事会が成立しているこ

とが確認された． 

 

1. 議事録確認 

資料 1にもとづき，2016年度第 3回理事会の

議事録が，修正の上承認された． 

資料 2にもとづき，2016年度総会の議事録が

承認された． 

2. 第 44回大会 

松本大会担当委員長より，収支が未確定であ

り，収支報告は次回以降の理事会になることが

報告された。第 44 回大会の参加者数および発

表件数が報告された． 

3. 第 45回大会 

松本大会担当委員長より，静岡県立大学にお

いて開催予定であること，日程は 8 月 29 日か

ら 9月 1日までとする予定であることが報告さ

れた． 

4. 学会賞選考委員長 

足立浩平会員を選考委員長とすることとし

た． 

5. 学会ロゴ 

岡太理事より学会ロゴの経緯について説明

があった。次回理事会までに議論を継続し，次

回理事会で方針が決定しない場合にはワーキ

ンググループを組織することとした． 

6. 2017年度予算 

菊地事務局長より，資料 3にもとづき，2017

年度予算の見込みについて報告された． 

7. 各委員会報告 

・学会誌編集委員会 

松本和文誌副編集委員長より，資料 4にもと

づき，第 44 巻 1 号の掲載論文数と，現在の投

稿状況と審査状況について報告された．組版の

変更については現在笹氣出版と協議中である

ことが報告された．展望論文について現在検討

中であることが報告された．岡田委員を副編集

委員長として追加することが提案され，承認さ

れた． 

岡太編集委員長より，欧文誌の現在の投稿状

況について，順調であることが報告された． 
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・運営委員会 

大森委員長より，資料 5 にもとづき，第 19

回春の合宿セミナーについて報告された。第

102 回行動計量シンポジウムについて，シンポ

ジウム開催費の補助が提案され，事務局に一任

することとされた。ビッグデータ分析研究会の

メンバー追加について提案され，承認された。 

・広報委員会 

中山委員長より，資料 6にもとづき，通常業

務と会報の発行について報告された。入会の案

内リーフレットの改訂作業を予定しているこ

とが報告された。 

・大会担当委員会 

松本委員長より，資料 7にもとづき，大会担

当委員会が、第 44 回大会の事務処理の手順を

引き継ぎ、次回大会を支援することが報告され

た。学会の英文名称変更に伴い，第 45 回以降

の大会 Webページについては「of Japan」のな

い表示とすることが報告された。抄録原稿につ

いて，発表申込者の責任で刷り直し費用が発生

した場合には，追加で発生した費用の負担を求

める可能性があることを，申込時・抄録原稿提

出時などに明記することが報告された。 

チュートリアルセミナーについて，運営委員

会への依頼事項が報告された。 

台風など不測の事態についての対応が提案

され，承認された。 

英語セッションについて，英語で発表できる

旨を，申込案内に明記することが提案され，承

認された。 

学会 Webページの英語版に，大会 Webページ

へのリンクを追加することが，広報委員会に依

頼された。 

・統計関連学会連合 

菊地理事より，資料 8にもとづき，統計関連

学会連合の行動基準について報告され，これに

ついての意見は，星野理事，菊地理事，岡太理

事に連絡することとされた。 

2017 年度連合大会の運営委員およびプログ

ラム委員が提案され，承認された。 

・事務局 

菊地事務局長より，回覧資料にもとづき，入

会，退会，種別変更申請報告があり，承認され

た。 

8. その他 

・次回理事会は後日日程を調整の上，平成 29年 1

月下旬から 2月上旬の間に大学入試センターにて

開催予定。 

 

以上 

 

日本行動計量学会 2016年度第 5回理事会議事録 

 

日時：2017年 2月 15日（水）18:00～20:10 

場所：大学入試センター3階視聴覚室 

 

議事進行：繁桝算男理事長 

出席者：稲水伸行，今泉忠，岩崎学，大森拓哉，

岡太彬訓，岡田謙介，菊地賢一， 

椎名久美子，繁桝算男，竹村和久，中山

厚穂，橋本貴充(書記)，林文， 

星野崇宏，松本渉，森裕一，山岡和枝，

吉野諒三  (18名)，委任状 12名 

 

資料 

1. 2016年度第 4回理事会議事録案 

2. 日本行動計量学会第 44回大会 収支報告

書 

3. 日本行動計量学会第 45回大会 

4. 統計家の行動基準 

5. 日本計算機統計学会 新ロゴ 

6. 和文誌編集委員会報告 

7. 欧文誌編集委員会報告 

8. 運営委員会報告 

9. 広報委員会報告 

10. 大会担当委員会報告 

11. JMOOC 統計学Ⅲ 多変量データ解析法 

12. 行動計量学会シリーズ（英文書籍） 

13. Behaviormetrika海外寄贈先 

 

議事 

議事に先立ち，18:00現在で出席者 28名（理事

出席 16名，委任状 12名）を確認し，理事会が成

立していることが確認された。 

また，繁桝理事長より，星野理事が第 13回 (平

成 28 年度) 日本学術振興会賞を受賞したことが

報告された。 

 

1. 議事録確認 

資料 1にもとづき，2016年度第 4回理事会の

議事録が，部分的に修正の上承認された。 
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2. 第 44回大会収支報告 

菊地事務局長より，資料 2にもとづき，第 44

回大会の収支が報告された。 

大会運営マニュアルにおいて，収支の理事会

への報告を義務づけていないことが指摘され，

大会の収支報告書を理事会に提出すること，お

よび，そのことを大会運営マニュアルに明記す

ることが決定された。 

学会からの準備金は，大会実行委員会に貸与

する性質のものであることが確認され，第 46

回大会以降，収入が支出を上回った際には，貸

与された額を上限として学会に返還すること

を原則とし，そのことを大会運営マニュアルに

明記することが決定された。ただし，貸与され

た額を上回る黒字については大会実行委員会

の裁量に任せること，赤字が発生した際には理

事会と協議することとされた。 

3. 第 45回大会 

松本第 45 回大会実行委員より，資料 3 にも

とづき，大会開催要項および大会に関するスケ

ジュールが報告された。ラウンドテーブルディ

スカッションとポスターセッションは，第 45

回大会でも継続して実施されることが報告さ

れた。 

4. 統計家の行動基準 

岡太理事より，資料 4にもとづき，統計関連

学会連合で提案された「統計家の行動基準」に

ついて，日本行動計量学会による修正案の審議

が発議された。第 2条および第 3条の修正案は

資料 4のとおりとされた。第 9条の修正案は「業

務に関係すると思われるさまざまな利益相反

による弊害を予測し，予防策を講じる。」とさ

れた。 

5. 学会ロゴ 

繁桝理事長より，学会のロゴの扱いについて

発議され，ロゴを刷新することが決定された。 

菊地理事より，資料 5にもとづき，日本計算

機統計学会のロゴ公募の経緯が説明された。ロ

ゴを刷新する方法は，公募ではなく業者に作製

を依頼し，2 案程度に絞り込むことが決定され

た。そのための費用は，特別会計から支出する

こととされた。 

6. 各委員会報告 

・学会誌編集委員会 

星野和文誌編集委員長より，資料 6にもとづ

き，和文誌第 44巻 1号および 2号の内容，現

在の投稿状況と審査状況，展望論文，特集論文

の予定について報告された。展望論文であって

も査読を経る必要のあることが確認された。 

岡太編集委員長より，資料 7にもとづき，欧

文誌第 44 巻 1 号の論文目録，現在の投稿論文

審査の状況，非会員の編集委員に閲覧 ID を送

付することが報告された。 

会員に対する紙媒体の欧文誌の送付停止に

ついて，会員に周知するため，改めてその旨の

案内を会報第 152号に同封することが決定され

た。その案内では，会員の勤務先の図書館など

での欧文誌の定期購読と，欧文誌掲載論文の引

用も呼び掛けることとされた。また，欧文誌の

目次などの情報を，随時，メールニュースで配

信することが提案された。定期購読をしている

機関，賛助会員には，引き続き紙媒体の欧文誌

が送付されることが確認された。 

・運営委員会 

大森委員長より，資料 8にもとづき，第 102

回行動計量シンポジウム，平成 29 年度研究部

会の募集，第 19 回春の合宿セミナーについて

報告された。また，夏頃に，スクーリング形式

のセミナーの開催を目指していることも報告

された。 

・広報委員会 

中山委員長より，資料 9にもとづき，通常業

務，会報の発行，入会案内リーフレットの改訂

予定について報告された。 

・組織検討委員会 

欧文誌の紙媒体の送付停止に関連して，会則

第 8条第 2項の改正が必要であるかどうかを検

討するように，組織検討委員会に対して提案さ

れた。 

・大会担当委員会 

松本委員長より，資料 10 にもとづき，大会

抄録集のオンライン上の公開元が，サービスが

停止する NII-ELS から，J-STAGE と Medical 

Onlineに変更となる旨，報告された。 

一般セッション発表申込，および学会への入

会申込の際に選択する，分野および方法論の区

分の更新について，編集委員長，和文誌編集委

員長，欧文誌編集委員長，広報委員長，事務局

長で検討し，次回理事会までに原案を作成する

こととされた。 

・柳井レクチャー委員会 
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岩崎委員長より，講師の候補を調整中である

ことが報告された。 

・事務局 

回覧資料にもとづき，入退会と会員種別変更

が承認された。2016年度第1回理事会において，

滞納した会費の全額入金完了を条件に再入会

が認められた会員については，入金が確認され

ていないため，再入会を認めないこととされた。 

7. その他 

岩崎理事より，資料 11にもとづき，JMOOC 統

計学 III 多変量データ解析法のコースを準備

中であることが報告された。 

岡太理事より，資料 12 にもとづき，行動計

量学会シリーズ（英文書籍）の発行が提案され，

このシリーズに「行動計量学」の名を冠するこ

とが決定された。 

菊地事務局長より，資料 13 にもとづき，欧

文誌の海外寄贈先の見直しが発議され，マッギ

ル大学への寄贈を廃止することが決定された。 

次回理事会は後日日程を調整の上，平成 29

年 4月下旬頃に大学入試センターにて開催予定。 

 

以上 

 

 

学会協賛イベントについて 

     事務局長 菊地 賢一（東邦大学） 

承認日 協賛イベント 開催年月日 

2017年4

月 26日 

第 60 回自動制御

連合講演会 

2017 年 11 月 10

日-12日 

2017年4

月 21日 

第 19 回日本感性

工学会大会 

2017 年 9 月 11

日-13日 

2017年3

月 22日 

第33回 ファジィ 

システム シンポ

ジウム(FSS2017) 

2017 年 9 月 13

日-15日 

（2017 年2 月11日～2017 年5 月12日承認のも

の） 

 

 

 

 

 

 

関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 

（開催日順に掲載） 

＊最新情報については各学会のホームページ等で

ご確認下さい． 

 

☆日本認知心理学会第15 回大会 

開催日：2017年6月3日（土）・4日（日） 

開催場所：慶應義塾大学三田キャンパス 

https://confit.atlas.jp/guide/event/cogpsy2017/to

p 

 

☆日本マーケティング・サイエンス学会第101回

研究大会 

開催日：2017年6月17日（土）・18日（日） 

開催場所：慶應義塾大学三田キャンパス 

http://www.jims.gr.jp/conf.php 

 

☆第26回日本健康教育学会学術大会 

開催日：2017年6月24日（土）・25日（日） 

開催場所：早稲田大学早稲田キャンパス 

http://www.2017-26nkkg.jp/ 

 

☆日本言語学会154回大会 

開催日：2017年6月24日（土）・25日（日）  

開催場所：首都大学東京  

http://www.ls-japan.org/modules/documents/ind

ex.php?cat_id=30 

 

☆Joint 17th World Congress of International 

Fuzzy Systems Association and 9th 

International Conference on Soft Computing 

and Intelligent Systems（日本行動計量学会協賛）

開催日：2017年6月27日（火）～30日（金） 

開催場所：ピアザ淡海（大津） 

http://ifsa-scis2017.j-soft.org/index.html 

 

☆WAPOR 70th Annual Conference  

開催日：2017年7月15日（土）～17日（月） 

開催場所：Lisbon, Portugal  

http://wapor.org/ 

 

https://confit.atlas.jp/guide/event/cogpsy2017/top
https://confit.atlas.jp/guide/event/cogpsy2017/top
http://www.jims.gr.jp/conf.php
http://www.2017-26nkkg.jp/
http://www.ls-japan.org/modules/documents/index.php?cat_id=30
http://www.ls-japan.org/modules/documents/index.php?cat_id=30
http://ifsa-scis2017.j-soft.org/index.html
http://wapor.org/
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☆国際混合研究法学会アジア地域会議／第3回日

本混合研究法学会年次大会 

開催日：2017年8月4日（金）～6日（日） 

開催場所：立命館大学大阪いばらきキャンパス 

http://www.jsmmr.org/conference/jsmmr2017/ 

 

☆The 2017 conference of the International 

Federation of Classification Societies (IFCS) 

(IFCS-2017) （日本行動計量学会協賛） 

開催日：2017年8月8日（火）～10日（木） 

開催場所：東海大学高輪キャンパス 

http://ifcs.boku.ac.at/_conference/index.php/ifcs

2017/ifcs2017 

 

☆第 49回日本医学教育学会大会 

開催日：2017年8月18日（金）・19日（土） 

開催場所：札幌コンベンションセンター 

http://www.c-linkage.co.jp/jsme49/ 

 

☆The 21th IEA World Congress of 

Epidemiology(WCE2017) 

開催日：2017 年8 月19 日（土）～22 日（火） 

開催場所：大宮ソニックシティ 

http://wce2017.umin.jp/index.html 

 

☆第 58回日本社会医学会総会 

開催日：2017年8月19日（土）・20日（日）  

開催場所：北海道医療大学当別キャンパス 

https://socmed58.wixsite.com/socmed58 

 

☆日本テスト学会第 15回大会 

開催日：2017年8月19日（土）・20日（日） 

開催場所：東北大学・萩ホール 

http://www.ihe.tohoku.ac.jp/jart2017/ 

 

☆日本看護研究学会第 43回学術集会 

開催日：2017年8月29日（火）・30日（水） 

開催場所：東海市芸術劇場 

http://www.jsnr43.jp/ 

 

 

 

 

☆2017 年度統計関連学会連合大会 （日本行動計

量学会共催） 

開催日：2017年9月3日（日）～6日（水） 

開催場所：南山大学名古屋キャンパス 

http://jfssa.jp/taikai/2017/ 

 

☆日本パーソナリティ心理学会第26回大会 

開催日：2017年9月7日（木）・8日（金） 

開催場所：東北文教大学 

http://conference.wdc-jp.com/jspp/26/ 

 

☆第27回日本家族社会学会大会 

開催日：2017年9月9日（土）・10日（日） 

開催場所：京都大学吉田キャンパス 

http://www.wdc-jp.com/jsfs/conf/2017/ 

 

☆第19回日本感性工学会大会（日本行動計量学会

協賛） 

開催日：2017年9月11日（月）～13日（水） 

開催場所：筑波大学東京キャンパス 

http://www.jske.org/taikai/jske19/ 

 

☆計量国語学会第61回大会  

開催日： 2017年9月30日（土） 

開催場所：武蔵大学江古田キャンパス 

http://www.math-ling.org/ 

 

☆日本音声学会第31回全国大会 

開催日：2017年9月30日（土）・10月1日（日） 

開催場所：東京大学本郷キャンパス 

http://www.psj.gr.jp/jpn/annual-convention/31th

_first_announcement.html 

 

☆日本教育心理学会第 59回総会  

開催日：2017年10月7日（土）～9日（月・祝） 

開催場所：名古屋国際会議場 

https://confit.atlas.jp/guide/event/edupsych2017

/top 

 

☆日本国際政治学会 2017年度研究大会 

開催日：2017年10月27日（金）～29日（日） 

開催場所：神戸国際会議場 

http://jair.or.jp/ 

 

http://www.jsmmr.org/conference/jsmmr2017/
http://ifcs.boku.ac.at/_conference/index.php/ifcs2017/ifcs2017
http://ifcs.boku.ac.at/_conference/index.php/ifcs2017/ifcs2017
http://www.c-linkage.co.jp/jsme49/
http://wce2017.umin.jp/index.html
https://socmed58.wixsite.com/socmed58
http://www.ihe.tohoku.ac.jp/jart2017/
http://www.jsnr43.jp/
http://jfssa.jp/taikai/2017/
http://conference.wdc-jp.com/jspp/26/
http://www.wdc-jp.com/jsfs/conf/2017/
http://www.jske.org/taikai/jske19/
http://www.math-ling.org/
http://www.psj.gr.jp/jpn/annual-convention/31th_first_announcement.html
http://www.psj.gr.jp/jpn/annual-convention/31th_first_announcement.html
https://confit.atlas.jp/guide/event/edupsych2017/top
https://confit.atlas.jp/guide/event/edupsych2017/top
http://jair.or.jp/
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☆日本社会心理学会第 58回大会 

開催日：2017年10月28日（土）・ 29日（日） 

開催場所：広島大学東広島（西条）キャンパス 

http://socialpsychology.jp/conf2017/ 

 

☆第90回日本社会学会大会  

開催日：2017年11月4日（土）・5日（日） 

開催場所：東京大学本郷キャンパス 

http://www.gakkai.ne.jp/jss/meeting/ 

 

☆日本語学会2017年度秋季大会 

開催日：2017年11月11日（土）・12日（日） 

開催場所：金沢大学角間キャンパス 

https://www.jpling.gr.jp/taikai/2017b/ 

 

☆日本マーケティング・サイエンス学会第102回

研究大会 

開催日：2017年12月2日（土）・3日（日） 

開催場所：電通本社ビル 

http://www.jims.gr.jp/index.php 

 

 

公募・求人情報 

 

☆科学技術振興機構 社会技術研究開発センター 

「安全な暮らしをつくる新しい公／私空間の構

築」研究開発領域提案募集のお知らせ 

 

「安全な暮らしをつくる新しい公／私空間の構築」

研究開発領域（http://www.ristex.jp/pp/）では，

家庭内事故，ドメスティック・バイオレンス，ネ

ットいじめ，孤独死など，発見・介入しづらい空

間や関係性における危害を予防・低減し，安全な

暮らしの創生に貢献する研究提案を募集します． 

 

・公募期間 

4月14日（金）～ 6月8日（木）正午 

 

・詳細はこちら 

http://ristex.jst.go.jp/proposal/current/proposal_

2017.html 

 

会員の著書等 

朝野熙彦（編著）『ビジネスマンがはじめて学ぶ ベ

イズ統計学 ―ExcelからR へステップアップ―』

朝倉書店，2017年2月 

 

 

岡田陽介（著）『政治的義務感と投票参加―有権者の

社会関係資本と政治的エピソード記憶』，木鐸社,，

2017年2月 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://socialpsychology.jp/conf2017/
http://www.gakkai.ne.jp/jss/meeting/
https://www.jpling.gr.jp/taikai/2017b/
http://www.jims.gr.jp/index.php
http://www.ristex.jp/pp/
http://ristex.jst.go.jp/proposal/current/proposal_2017.html
http://ristex.jst.go.jp/proposal/current/proposal_2017.html
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上田雅夫，生田目崇（著）『マーケティング・エ

ンジニアリング入門』有斐閣，2017年2月 

 

 

計量国語学会（編）『データで学ぶ日本語学入門』，

荻野綱男 ・伊藤雅光 ・丸山直子 ・長谷川守寿 ・

荻野紫穂（編）朝倉書店，2017年3月 

 

 

村井潤一郎，橋本貴充（著）『心理学のためのサンプ

ルサイズ設計入門』, 講談社，2017年3月 

 

清水昌平（著）『統計的因果探索』, 講談社，2017

年5月 

 

 

清水裕士，荘島宏二郎（著）『社会心理学のための

統計学』，誠信書房，2017年5月 

 

 

 

 



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 153 号                                 2017 年 6月 1 日 

15 

 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿して下さい．お待ちしております． 

和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田2-15-45 

慶應義塾大学経済学部 

星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 

E-mail: hoshino@econ.keio.ac.jp 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo. 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

Editorial Managerからご投稿下さい． 

https://www.editorialmanager.com/bhmk/defaul

t.aspx 

植野 真臣 欧文誌編集委員長 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo.  

(ISSN)0385-7417（print version） 

(ISSN)1349-6964 （electronic version） 

 

 

 

既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号（1974 年）

に遡って電子化し，JST で運用している電子アー

カイブサイト J-STAGEにて全文公開（無償での公

開）しております．電子アーカイブ化・公開には，

創刊号からの掲載論文の著作権行使（全文電子公

開）同意を論文著者から得る必要があります．1999

年の総会以降刊行された論文については，著作権

は日本行動計量学会に帰属するよう規定が明確に

定められましたが，それ以前に掲載された記事等

の著作権は，明確に定められておりませんでした．

電子化し公開するに当たっては，各論文の著者全

員に，本学会への著作権委譲についての文面をお

送りし，多くの著者のご了解をいただきました．

現在までにお返事をいただいていない著者の論文

は，本来は著者からの権利委譲を待つべきですが，

「行動計量学」「Behaviormetrika」それぞれ全体

の研究上の利便性，研究者の利用の便宜等を考え

て，すでに電子化公開しております．著作権委譲

についてお返事をいただいていない著者で，電子

化し公開することが不都合とお考えの方は，和文

誌，欧文誌それぞれの編集委員会までご連絡下さ

るようお願いいたします．公開を中止するなど，

学会として誠意をもって対応いたします．  

なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB

ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html 

に掲載されていますのでご参照下さい． 

 また，「Behaviormetrika」は，2017年1月発

行の Volume 44, Number 1 よりシュプリンガ

ー・ジャパン社からの出版になりました．これに

伴ってVolume 44, Number 1以降はシュプリン

ガー・ジャパン社のWeb siteにおいて公開されま

す（非会員には有償）．Volume 43, Number 2以

前に掲載された論文は，従来通り JSTで運用して

いる電子アーカイブサイト J-STAGE にて全文公

開されます． 

 

 

 

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html
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ご連絡 

日本行動計量学会会員数（2017年5月13日現在） 

正会員       ： 767 名 （海外 6 含む） 

準会員       ： 73 名  

名誉会員      ： 17 名  

賛助会員      ： 21 社  

シニア会員     ： 30 名  

計         ： 908 名  

学会誌等寄贈先 ： 5 件  

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳

しくは，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登

録されたアドレスにメールニュースを配信し

ています．こちらへメールアドレスを新規登

録，変更，削除（メールニュースの配信停止）

される場合は，ご自身で，「会員向けメーリン

グリスト：登録・サービスの詳細」のページ 

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがって，マイ

ページにログインして作業を行って下さい．

よろしくお願いします． 

（注意）2013 年 12 月中旬より配信システム

が変更されています． 

 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用

のパスワード＞を使用してログインします． 

 

 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会 Web ページの「会員のみなさまへ」の

会報の「最新版」，「バックナンバー」および

「過去のメーリングリストアーカイブ」（過去

のメールニュース）のページにアクセスする

際には，以下のユーザー名とパスワードの入

力が必要となります． 

ユーザー名：bsj  

パスワード：1973 

 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関

等）の教員公募などの求人情報および賛助会

員企業・団体の求人情報は，ご依頼に応じて

会報やメールニュースの記事としての掲載お

よび学会ホームページからのリンクを行って

います． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であっ

ても，当該企業が非会員の場合，かつ大学及

びそれに準じた組織（国立研究機関等）でな

い場合には，求人情報を記事として配信する

ことはできません．配信を希望される場合に

は，事前に賛助会員になって頂く必要があり

ます． 

会報の広告欄への出稿（有料）については，

賛助会員であるかどうかにかかわらず，また

求人広告かどうかにかかわらず，お引き受け

しています．後述する方法でお申し込み下さ

い． 

 

会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，

以下で受け付けています．ただし，広告は，

学会の目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html
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会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行され

た著書(会報発行日に出版後 2 年を経過しな

いもの)や，会員に関係があると思われるシン

ポジウム，セミナー，公募情報(賛助会員企業

の求人情報も含む)などの情報を含め，会員の

皆様から原稿を募集しております．広報依頼

の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011 年度に，

日本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」

が創設されました．出版賞は，過去 3 年程度

の間に会員によって刊行された優れた図書の

著者・訳者が対象となっています．本会報の

「会員の著書等」の紹介コーナーは，会員の

方々が著書等を出版されたことをアピールで

きる数少ない場であると思いますので，優れ

た書籍の推薦や情報などをお寄せ下さいます

ようお願いいたします．なお，会員の方がご

自身で出版された著書についてご連絡いただ

く際には，書誌情報とともに(出版社から入手

した)書影を後日お送りいただきますので，ご

準備下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の

前々月の末日まで（次号 154 号の場合には 7

月末日）にお寄せいただければ，直近号に掲

載することが可能です．それ以降に届いたも

のにつきましては，内容を判断した上で，次

号に回させていただきますのでよろしくお願

い申しあげます． 

不明な点などございましたら，上述の広報

依頼の受付のページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の

掲載は，学会の目的に沿ったものに限りま

す． 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

今号に寄稿いただいた皆様におかれまし

ては，紙面を借りて，お礼申し上げます．お

忙しいところ，ありがとうございました． 

今後も，これまでと同様に皆様からのご意

見をお伺いしながら，皆様のお役に立てるよ

うな魅力ある充実した会報となるように努め

ていきたいと考えております．ご意見，ご要

望，その他会報に掲載すべきと思われる情報

などございましたら広報依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

より，ご連絡下さいますようお願い申し上げ

ます． 

(おざき こうけん，尾崎 幸謙) 
 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：中山厚穂 

会報作成担当： 尾崎幸謙，阿部貴人，上野雄史，

宇佐美慧，江口幸治，川端一光，

木村邦博，清水裕士，鶴見裕之，

朴堯星，藤田泰昌，山本倫生 

相談役：松本渉 
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